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1．年報（令和5年度）の発刊にあたって

神戸大学大学院医学研究科内科系講座小児科学分野こども急性疾患学部門

特命教授　藤岡　一路

　こども急性疾患学部門は、神戸市・神戸市医師会・神戸大学の三者の間で調印された「神戸
市のこどもの生命と健康を守る協同事業推進に係る基本合意」の一環として、平成21年10月に
設置された神戸市による寄附講座です。開講後15年目を迎えました。
　平成31年4月より小児急性疾患学領域および小児統合健康学領域の2領域に分割され、後者の
特命教授として永瀬裕朗先生が令和元年7月に特命教授に就任されました。小児急性疾患学領
域におきましては、小児急性疾患に関する研究拠点を設置し、小児急性疾患と小児救急医学に
関する研究およびその研究成果の普及を行います。そして、小児救急医療の向上を目指し、こ
どもたちの生命と健康を守ることに寄与することを目的としております。また、小児統合健康
学領域におきましては、小児の発達障がい、児童虐待を含む外傷に関する研究拠点を設置し、
これらの分野における調査研究を行うとともに、その研究成果の普及を行うとともに、小児科
医が関与すべき役割を明らかにし、こどもの健康福祉の増進に寄与することを目的としていま
す。この度、令和5年度の事業や成果をまとめ、年報「No.15」を発刊いたしました。
　本講座は竹島泰弘先生、森岡一朗先生、野津寛大先生の後を引き継ぎ令和3年12月に粟野宏
之先生が特命教授に就任しました。粟野先生は令和4年11月30日をもって退任し、鳥取大学研
究推進機構研究基盤センター教授として異動されました。令和5年5月より、藤岡一路が特命教
授を務めさせていただいております。令和6年4月から、神戸市健康局と神戸大学大学院医学研
究科内科系講座小児科学分野は、寄附講座の設置に関する新たな協定を締結し、本部門の今後
4年間（令和9年まで）の継続が決定いたしました。新協定の締結により、小児統合健康学領域
は同じく神戸市の寄附講座である小児神経学・発達行動小児科学部門に統合され、小児急性疾
患学領域は本部門に引き継がれております。
　令和6年4月時点で小児急性疾患学部門は私の他に、田村彰広、石森真吾、北角英晶が在籍し
ています。皆で神戸市のよりよい小児医療体制を目指し、課題に取り組んでおります。

　年間事業のご報告をさせていただきます。
【神戸市の小児救急診療支援】
　神戸こども初期急病センターの診療支援を行いました。神戸大学小児科と協力し、センター
稼働日の365日のうち54％にあたる197日をこども急性疾患学部門または神戸大学小児科の医師
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が出務してきました。また、それ以外に神戸こども初期急病センター常勤職員として3名の大
学院生が勤務しています。
　また令和元年10月より、療育手帳判定業務に係る医療診断業務、職員研修に出務しています。
神戸市こども家庭センター内一時保護所の週1回の健診業務の支援も行っています。

【神戸市民への啓発活動】
　以前より行っておりました当部門主催の市民公開講座に関しては、神戸市との新たな寄附講
座覚書に則り、より多数の参加者が見込める市民参加型イベントへの出展や、ラジオ、インター
ネット掲載への協力という形に変更になりました。引き続き、神戸市の事業に積極的に協力し、
より多くの市民に本部門ならびに神戸こども初期急病センターの宣伝・啓発を行っていこうと
考えております。

【こども家庭局との連携】
　小児急性疾患の研究・診療の成果を社会へ発信し、急性疾患の予防や安心できる子育てを支
援する活動の一環として、令和5年度はこども家庭局との連携のもと、神戸市の子育て応援サ
イト「こどもっとKOBE」のこどもの急病時の対処法に関するインタビューを掲載いただきま
した。今後も、小児医療の専門家として、神戸市こども家庭局に積極的に貢献していく所存です。

【市が実施する市民向けの広報等への協力】
　研究成果の市民還元および、神戸こども初期急病センターの運営広報の目的で、藤岡がラジ
オ関西と神戸大学が共同で運用している「神戸大学☆夢ラボ」に出演し、寄附講座の研究内容
や神戸こども初期急病センターの診療支援、神戸市子育て事業への協力に関してPRを行いま
した。今後も、市民向けの広報活動に積極的に貢献していきます。

【HAT神戸連携防災イベント「イザ！美かえる大キャラバン !  2024」参加】
　上記同様に、神戸こども初期急病センターの広報活動の一環として、2024年1月28日にJICA
関西/人と防災未来センターで開催されたHAT神戸連携防災イベント「イザ！美かえる大キャ
ラバン！ 2024」に「いざ！お医者さんの仕事を知ろう！」という企画に、藤岡と北角が参加
しました。「救急に関するクイズに参加してもらい一緒に楽しく学べる内容を目指し、200名以
上の参加者にブースに来場いただきました。

【学ぼうさい2024 in umie参加】
　同じく、2024年2月24日に神戸市消防局が中心となって開催している「学ぼうさい2024」に
藤岡と北角が参加しました。前述のイベントよりは、より小さなお子様（未就学児）を中心と
する参加者を対象にクイズとスタンプラリーにより、小児救急医療体制ならびに神戸こども初
期急病センターの広報を行いました。
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【こどもの発達支援に関わる専門職を対象とした研修会】
　市内の障がいのあるこどもとその家族の支援に関わる専門職を対象とした研修会「神戸こど
もの発達支援研修会」をハイブリッド形式で、２回開催しました。これはこども総合療育学と
の共催です。

第6回神戸こどもの発達支援研修会
主催：�神戸大学大学院医学研究科内科系講座小児科学分野こども総合療育学・こども急性疾患

学部門小児統合健康学領域
日時：2023年６月24日（土）　15：00 ～ 17：00
場所：神戸大学医学部大講義室、zoom配信（ハイブリッド開催）
内容：
1）療育に活かす遺伝診療

講師：神戸大学大学院医学研究科内科系講座小児科学分野こども総合療育学　特命助教　
花房宏昭

2）乳幼児健診のデータを活用し、こどもの発達を考える
講師：神戸大学大学院医学研究科内科系講座小児科学分野こども急性疾患学部門小児統合
健康学領域　特命助教　京野由紀

第7回神戸こどもの発達支援研修会
主催：�神戸大学大学院医学研究科小児科学分野こども総合療育学・こども急性疾患学部門小児

統合健康学領域（神戸市寄附講座）、神戸大学大学院人間発達環境学研究科乳幼児教育
学研究室・教育連携推進室、神戸市こども家庭局　共催

日時：2023年12月16日（土）　14：00 ～ 17：00
場所：神戸大学医学部A講義室、zoom配信（ハイブリッド開催）
内容：ひとりひとりの発達を踏まえた乳幼児の支援
　　　保育学・乳幼児教育学と医学の専門職連携のあり方を探る

第一部　ハイブリッドセミナー　14：00 ～ 15：45
　　　　講演1　発達の問題に対する医学からのアプローチ
� �神戸大学大学院医学研究科内科系講座小児科学分野こども急性疾患学

部門小児統合健康学領域　特命教授　永瀬裕朗
　　　　講演2　保育学・乳幼児教育学が目指す子どもの育ちと学びの支援　
� 神戸大学大学院人間発達環境学研究科　教授　北野幸子
　　　　質疑応答
　　　　　指定発言者　神戸市総合療育センター診療所　所長　高田　哲
第二部　ワークショップ�16：00-17：00�（現地参加者のみ）
　　　　保育学・乳幼児教育学と医学の専門職連携にむけた対話型グループワーク
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【小児急性疾患の解析に関する研究】
　研究面におきましては、本部門では、神戸こども初期急病センターの診療支援を行う以外に、
センターの受診者データを用いて小児急性疾患の解析を行い、その結果を市民に還元するとと
もに、医療の現場および全国に発信することにより、小児急性疾患学の向上に努めています。
　最近の研究成果、現在進行中の研究として、
　　　1．小児におけるCOVID-19の臨床的特徴に関する研究（調査中）
　　　2．小児初期急病センター受診患者の特徴と疾患割合の調査（調査中）
　　　3．神戸こども初期急病センターにおけるトリアージの有用性（調査中）
の3つの研究テーマを実施しています。これらにより、神戸市から小児急性疾患の疫学データ、
エビデンスの発出を行っていく所存です。さらにデータを集積し、解析を行い、結果を医学・
社会に還元することで、よりよい救急医療体制の確立を目指しています。

　新型コロナウイルスの感染対策が緩和され、小児の急性疾患が再び増え、救急患者数がコロ
ナ禍以前に戻ってきました。このような変化に対応し、本年も神戸市の小児救急体制の改善に
向けた更なる取組を行って参ります。引き続きご指導の程、何卒よろしくお願い申し上げます。

令和6年9月吉日
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2．教員（令和5年度）

藤岡　一路� 特命教授
　任期：令和5年3月～現職
　　日本小児科学会認定専門医・指導医
　　日本周産期･新生児医学会（新生児）専門医・指導医
　　日本周産期･新生児医学会�新生児蘇生法専門コースインストラクター
　　厚生労働省　災害時小児・周産期リエゾン

南部　静紀� 特命助教
　任期：令和5年4月～令和6年3月
　　日本小児科学会専門医

北角　英晶� 特命助教
　任期：令和4年4月～現職
　　日本小児科学会専門医
　　日本腎臓学会腎臓専門医
　　厚生労働省　臨床研修指導医

田村　彰広� 特命講師
　任期：令和3年4月～現職
　　日本小児科学会専門医・指導医
　　日本血液学会専門医・指導医
　　日本小児血液・がん学会専門医
　　日本造血・免疫細胞療法学会認定医

小児急性疾患学領域
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永瀬　裕朗� 特命教授
　任期：令和元年7月～令和6年3月
　　日本小児科学会専門医・指導医
　　日本小児神経学会専門医
　　日本小児精神神経学会認定医
　　てんかん専門医
　　子どものこころ専門医
　　厚生労働省　臨床研修指導医

京野　由紀� 特命助教
　任期：令和4年4月～令和6年3月
　　日本小児科学会専門医

小児統合健康学領域
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過去の在籍教員
在籍期間  現　職

松尾　雅文 平成21年11月 ～ 平成22年3月 神戸大学大学院科学技術イノベーション研究科　客員教授
神戸常盤大学　保健科学部　特命教授

竹島　泰弘 平成21年11月 ～ 平成26年3月 兵庫医科大学小児科学　主任教授
矢内　友子 平成22年4月 ～ 平成23年2月 武田薬品工業株式会社
八木麻理子 平成22年2月 ～ 平成22年4月 甲南女子大学人間科学部総合子ども学科　教授
森貞　直哉 平成22年9月 ～ 平成27年9月 兵庫県立こども病院臨床遺伝科　科長
藤林　洋美 平成21年11月 ～ 平成22年3月 公立豊岡病院小児科　部長
中川　　卓 平成24年4月 ～ 平成26年4月 姫路赤十字病院小児神経科　部長

粟野　宏之 平成22年4月 ～ 平成24年10月 鳥取大学研究推進機構研究基盤センター遺伝子管理部門
教授

橋村　裕也 平成22年10月 ～ 平成24年3月 はしむら小児科　院長
久保川育子 平成22年10月 ～ 平成26年6月 くぼかわ医院
忍頂寺毅史 平成25年4月 ～ 平成27年3月 兵庫県立はりま姫路総合医療センター小児科　科長

石森　真吾 平成24年11月 ～ 平成25年3月 神戸大学大学院医学研究科小児科学分野
こども急性疾患学部門　特命講師

山本　暢之 平成26年5月 ～ 平成27年3月 神戸大学大学院医学研究科小児科学分野　准教授
松野下夏樹 平成26年7月 ～ 平成27年3月 北播磨総合医療センター小児科　主任医長

神吉　直宙 平成27年4月 ～ 平成28年3月 姫路赤十字病院小児科　第二小児科副部長
（兼）小児センター長

岩谷　壮太 平成27年4月 ～ 平成28年3月 兵庫県立こども病院周産期医療センター
新生児内科　部長

西山　将広 平成27年4月 ～ 平成29年3月 兵庫県立こども病院神経内科　医長
森岡　一朗 平成26年4月 ～ 平成30年3月 日本大学医学部小児科学系小児科学分野　主任教授
池田真理子 平成23年3月 ～ 平成30年3月 藤田医科大学病院臨床遺伝科　病院准教授
中西　啓太 平成29年4月 ～ 平成30年3月 明石医療センター小児科　医長
藤村　順也 平成29年4月 ～ 平成30年6月 加古川中央市民病院小児科　医長
森　　　健 平成29年4月 ～ 平成31年3月 兵庫県立こども病院血液・腫瘍内科　部長
田中　　司 平成30年4月 ～ 平成31年3月 兵庫県立はりま姫路総合医療センター小児科　医長
冨岡　和美 平成29年4月 ～ 平成30年12月 兵庫県こども病院総合診療科　医長
髙藤　　哲 平成30年4月 ～ 令和2年3月 国領こどもクリニック　院長
石田　悠介 平成31年1月 ～ 令和2年3月 兵庫県立こども病院神経内科　医長
竹田　洋樹 平成31年4月 ～ 令和3年2月 甲南医療センター救急科　集中治療部　部長
忍頂寺毅史 令和2年4月 ～ 令和3年3月 兵庫県立はりま姫路総合医療センター小児科　科長
野津　寛大 平成30年8月 ～ 令和3年5月 神戸大学大学院医学研究科小児科学分野　教授
山本　暢之 令和3年4月 ～ 令和4年3月 神戸大学大学院医学研究科小児科学分野　准教授
青砥　悠哉 令和3年6月 ～ 令和4年3月 兵庫県立はりま姫路総合医療センター小児科　医長

山口　　宏 令和2年4月 ～ 令和4年3月 神戸大学大学院医学研究科小児科学分野　小児神経学・
発達行動小児科学部門　特命講師

粟野　宏之 令和3年12月 ～ 令和4年11月 鳥取大学研究推進機構研究基盤センター遺伝子管理部門
教授

近藤　　淳 令和4年5月 ～ 令和5年3月 加古川中央市民病院小児科　医長
城戸　拓海 令和4年4月 ～ 令和5年3月 神戸大学医学部附属病院　助教

永瀬　裕朗 令和元年7月 ～ 令和6年3月 神戸大学大学院医学研究科小児科学分野　小児神経学・
発達行動小児科学部門　特命教授

京野　由紀 令和4年4月 ～ 令和6年3月 明石市こども局明石こどもセンターこども支援課

南部　静紀 令和5年4月 ～ 令和6年3月 神戸大学大学院医学研究科小児科学分野　小児神経学・
発達行動小児科学部門　特命助教
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出務表
R5年4月

　 　 　 　 4/1（土） 4/2（日）
　 　 　 　 　 神戸大 急性疾患学
　 　 　 　 　 医師会枠（神戸大）

4/3（月） 4/4（火） 4/5（水） 4/6（木） 4/7（金） 4/8（土） 4/9（日）
急性疾患学 神戸大 神戸大 神戸大 急性疾患学

急性疾患学
4/10（月） 4/11（火） 4/12（水） 4/13（木） 4/14（金） 4/15（土） 4/16（日）

神戸大 神戸大 急性疾患学
医師会枠（神戸大）

4/17（月） 4/18（火） 4/19（水） 4/20（木） 4/21（金） 4/22（土） 4/23（日）
急性疾患学 神戸大 神戸大 神戸大

医師会枠（神戸大）

医師会枠（神戸大）

急性疾患学
4/24（月） 4/25（火） 4/26（水） 4/27（木） 4/28（金） 4/29（土） 4/30（日）

神戸大 医師会枠（神戸大）医師会枠（神戸大）

医師会枠（神戸大）

R5年5月
5/1（月） 5/2（火） 5/3（水） 5/4（木） 5/5（金） 5/6（土） 5/7（日）

急性疾患学 神戸大 医師会枠（神戸大） 神戸大 神戸大 急性疾患学

医師会枠（神戸大） 医師会枠（神戸大） 医師会枠（神戸大）

医師会枠（神戸大）

5/8（月） 5/9（火） 5/10（水） 5/11（木） 5/12（金） 5/13（土） 5/14（日）

神戸大 神戸大 急性疾患学

医師会枠（神戸大） 急性疾患学

5/15（月） 5/16（火） 5/17（水） 5/18（木） 5/19（金） 5/20（土） 5/21（日）

急性疾患学 神戸大 神戸大 神戸大 急性疾患学

医師会枠（神戸大）

5/22（月） 5/23（火） 5/24（水） 5/25（木） 5/26（金） 5/27（土） 5/28（日）

神戸大 神戸大

医師会枠（神戸大）

医師会枠（神戸大）

急性疾患学

5/29（月） 5/30（火） 5/31（水） 　 　 　 　
　 　 　 　 　 　 　
　 　 　 　 　 　 　

3．診療
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R5年6月
　 　 　 6/1（木） 6/2（金） 6/3（土） 6/4（日）

　 　 　 神戸大 神戸大 急性疾患学

　 　 　 医師会枠（神戸大）

　 　 　 医師会枠（神戸大）

6/5（月） 6/6（火） 6/7（水） 6/8（木） 6/9（金） 6/10（土） 6/11（日）

急性疾患学 神戸大 神戸大 急性疾患学

医師会枠（神戸大） 急性疾患学

6/12（月） 6/13（火） 6/14（水） 6/15（木） 6/16（金） 6/17（土） 6/18（日）

神戸大 神戸大 神戸大 急性疾患学

医師会枠（神戸大）

6/19（月） 6/20（火） 6/21（水） 6/22（木） 6/23（金） 6/24（土） 6/25（日）

急性疾患学 神戸大 神戸大

医師会枠（神戸大）

医師会枠（神戸大）

急性疾患学

6/26（月） 6/27（火） 6/28（水） 6/29（木） 6/30（金） 　 　

神戸大 　 　

R5年7月
　 　 　 　 　 7/1（土） 7/2（日）

　 　 　 　 　 神戸大 医師会枠（神戸大）

　 　 　 　 　 急性疾患学

7/3（月） 7/4（火） 7/5（水） 7/6（木） 7/7（金） 7/8（土） 7/9（日）

急性疾患学 神戸大 神戸大 神戸大 急性疾患学

医師会枠（神戸大） 急性疾患学

7/10（月） 7/11（火） 7/12（水） 7/13（木） 7/14（金） 7/15（土） 7/16（日）

神戸大 神戸大 急性疾患学

医師会枠（神戸大）医師会枠（神戸大）

医師会枠（神戸大）

7/17（月） 7/18（火） 7/19（水） 7/20（木） 7/21（金） 7/22（土） 7/23（日）

急性疾患学 神戸大 神戸大 神戸大

急性疾患学

7/24（月） 7/25（火） 7/26（水） 7/27（木） 7/28（金） 7/29（土） 7/30（日）

神戸大 医師会枠（神戸大）

医師会枠（神戸大）

7/31（月）
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R5年8月
8/1（火） 8/2（水） 8/3（木） 8/4（金） 8/5（土） 8/6（日）

　 神戸大 神戸大 神戸大 医師会枠（神戸大）

　 医師会枠（神戸大）

　 急性疾患学

8/7（月） 8/8（火） 8/9（水） 8/10（木） 8/11（金） 8/12（土） 8/13（日）

急性疾患学 神戸大 神戸大 急性疾患学

医師会枠（神戸大） 急性疾患学

8/14（月） 8/15（火） 8/16（水） 8/17（木） 8/18（金） 8/19（土） 8/20（日）

神戸大 神戸大 神戸大 急性疾患学

医師会枠（神戸大）

8/21（月） 8/22（火） 8/23（水） 8/24（木） 8/25（金） 8/26（土） 8/27（日）

急性疾患学 神戸大 神戸大

急性疾患学

8/28（月） 8/29（火） 8/30（水） 8/31（木） 　 　 　

　 　 　

R5年9月
　 　 　 　 9/1（金） 9/2（土） 9/3（日）

　 　 　 　 神戸大 神戸大 医師会枠（神戸大）

　 　 　 　 医師会枠（神戸大）

　 　 　 　 急性疾患学

9/4（月） 9/5（火） 9/6（水） 9/7（木） 9/8（金） 9/9（土） 9/10（日）

急性疾患学 神戸大 神戸大 急性疾患学

医師会枠（神戸大） 急性疾患学

9/11（月） 9/12（火） 9/13（水） 9/14（木） 9/15（金） 9/16（土） 9/17（日）

神戸大 神戸大 急性疾患学

医師会枠（神戸大）医師会枠（神戸大）

9/18（月） 9/19（火） 9/20（水） 9/21（木） 9/22（金） 9/23（土） 9/24（日）

急性疾患学 神戸大 神戸大 神戸大

急性疾患学

医師会枠（神戸大）

医師会枠（神戸大）

9/25（月） 9/26（火） 9/27（水） 9/28（木） 9/29（金） 9/30（土） 　

神戸大 医師会枠（神戸大） 　
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R5年10月
　 　 　 　 　 　 10/1（日）

　 　 　 　 　 　 急性疾患学

10/2（月） 10/3（火） 10/4（水） 10/5（木） 10/6（金） 10/7（土） 10/8（日）

急性疾患学 神戸大 神戸大 神戸大 急性疾患学

医師会枠（神戸大） 急性疾患学

10/9（月） 10/10（火） 10/11（水） 10/12（木） 10/13（金） 10/14（土） 10/15（日）

医師会枠（神戸大） 神戸大 神戸大 急性疾患学

医師会枠（神戸大） 医師会枠（神戸大）

10/16（月） 10/17（火） 10/18（水） 10/19（木） 10/20（金） 10/21（土） 10/22（日）

急性疾患学 神戸大 神戸大 神戸大 神戸大

急性疾患学

10/23（月） 10/24（火） 10/25（水） 10/26（木） 10/27（金） 10/28（土） 10/29（日）

神戸大 医師会枠（神戸大）

10/30（月） 10/31（火） 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　

R5年11月
　 　 11/1（水） 11/2（木） 11/3（金） 11/4（土） 11/5（日）

　 　 神戸大 神戸大 神戸大 急性疾患学

　 　 医師会枠（神戸大） 医師会枠（神戸大）

　 　 医師会枠（神戸大） 医師会枠（神戸大）

11/6（月） 11/7（火） 11/8（水） 11/9（木） 11/10（金） 11/11（土） 11/12（日）

急性疾患学 神戸大 神戸大 急性疾患学

急性疾患学

11/13（月） 11/14（火） 11/15（水） 11/16（木） 11/17（金） 11/18（土） 11/19（日）

神戸大 神戸大 神戸大 急性疾患学

医師会枠（神戸大）

11/20（月） 11/21（火） 11/22（水） 11/23（木） 11/24（金） 11/25（土） 11/26（日）

急性疾患学 神戸大 医師会枠（神戸大） 神戸大

急性疾患学

11/27（月） 11/28（火） 11/29（水） 11/30（木） 　 　 　
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R5年12月
　 　 　 　 12/1（金） 12/2（土） 12/3（日）

　 　 　 　 神戸大 医師会枠（神戸大） 急性疾患学

神戸大

12/4（月） 12/5（火） 12/6（水） 12/7（木） 12/8（金） 12/9（土） 12/10（日）

急性疾患学 神戸大 神戸大 急性疾患学

医師会枠（神戸大） 医師会枠（神戸大） 急性疾患学

12/11（月） 12/12（火） 12/13（水） 12/14（木） 12/15（金） 12/16（土） 12/17（日）

医師会枠（神戸大） 神戸大 神戸大 急性疾患学

医師会枠（神戸大）

医師会枠（神戸大）

12/18（月） 12/19（火） 12/20（水） 12/21（木） 12/22（金） 12/23（土） 12/24（日）

急性疾患学 神戸大 神戸大 神戸大

急性疾患学

12/25（月） 12/26（火） 12/27（水） 12/28（木） 12/29（金） 12/30（土） 12/31（日）

医師会枠（神戸大） 神戸大 医師会枠（神戸大）

医師会枠（神戸大）

R6年1月
1/1（月） 1/2（火） 1/3（水） 1/4（木） 1/5（金） 1/6（土） 1/7（日）

急性疾患学 神戸大 神戸大 神戸大 急性疾患学

医師会枠（神戸大）

1/8（月） 1/9（火） 1/10（水） 1/11（木） 1/12（金） 1/13（土） 1/14（日）

医師会枠（神戸大） 神戸大 神戸大 急性疾患学

医師会枠（神戸大） 医師会枠（神戸大） 急性疾患学

1/15（月） 1/16（火） 1/17（水） 1/18（木） 1/19（金） 1/20（土） 1/21（日）

急性疾患学 神戸大 神戸大 神戸大 急性疾患学

医師会枠（神戸大） 医師会枠（神戸大）

医師会枠（神戸大）

1/22（月） 1/23（火） 1/24（水） 1/25（木） 1/26（金） 1/27（土） 1/28（日）

医師会枠（神戸大） 神戸大 神戸大

急性疾患学

1/29（月） 1/30（火） 1/31（水） 　 　 　 　

医師会枠（神戸大） 　 　 　 　
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R6年2月
　 　 　 2/1（木） 2/2（金） 2/3（土） 2/4（日）

　 　 　 神戸大 神戸大 急性疾患学

2/5（月） 2/6（火） 2/7（水） 2/8（木） 2/9（金） 2/10（土） 2/11（日）

急性疾患学 神戸大 神戸大 急性疾患学

医師会枠（神戸大） 医師会枠（神戸大） 急性疾患学

2/12（月） 2/13（火） 2/14（水） 2/15（木） 2/16（金） 2/17（土） 2/18（日）

医師会枠（神戸大） 神戸大 神戸大 神戸大 急性疾患学

医師会枠（神戸大）

2/19（月） 2/20（火） 2/21（水） 2/22（木） 2/23（金） 2/24（土） 2/25（日）

急性疾患学 神戸大 神戸大

医師会枠（神戸大）

医師会枠（神戸大）

急性疾患学

2/26（月） 2/27（火） 2/28（水） 2/29（木） 　 　 　

医師会枠（神戸大） 神戸大 　 　 　 　

R6年3月
　 　 　 　 3/1（金） 3/2（土） 3/3（日）

　 　 　 　 神戸大 神戸大 急性疾患学

3/4（月） 3/5（火） 3/6（水） 3/7（木） 3/8（金） 3/9（土） 3/10（日）

急性疾患学 神戸大 神戸大 急性疾患学

医師会枠（神戸大） 医師会枠（神戸大） 急性疾患学

3/11（月） 3/12（火） 3/13（水） 3/14（木） 3/15（金） 3/16（土） 3/17（日）

医師会枠（神戸大） 神戸大 神戸大 急性疾患学

医師会枠（神戸大）

3/18（月） 3/19（火） 3/20（水） 3/21（木） 3/22（金） 3/23（土） 3/24（日）

急性疾患学 神戸大 神戸大 神戸大

医師会枠（神戸大） 医師会枠（神戸大） 医師会枠（神戸大）

医師会枠（神戸大） 医師会枠（神戸大）

急性疾患学

3/25（月） 3/26（火） 3/27（水） 3/28（木） 3/29（金） 3/30（土） 3/31（日）

医師会枠（神戸大） 神戸大 医師会枠（神戸大）

医師会枠（神戸大）
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1．�研究テーマには、市内小児科医の知識向上及び市民啓発に直接繋がるものを含むものとし、
講演会等においてそれらの研究成果を小児科医または市民に対して還元すること

2．�研究成果を市民に対して還元するため、市と連携を密にし、市が実施する市民向けの広報
等に年間を通じて協力すること。併せて神戸こども初期急病センターの運営広報を実施す
ること

を念頭に、以下の取組を行いました。

1．神戸市の子育て応援サイト【こどもっとKOBE】への協力

4．研究成果の市民還元
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2．神戸大学☆夢ラボ＠ラジオ関西への出演
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3．HAT神戸連携防災イベント【イザ�!　美かえる大キャラバン�!　2024】への参加
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4．神戸市消防局主催　学ぼうさい2024�ハーバーランドumie
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4.1　コドモっとHPから転載
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小児科学分野こども急性疾患学部門小児急性疾患学療域の活動
藤岡　一路

　こども急性疾患学部門は、神戸市・神戸市医師会・神戸大学の三者の間で調印された「神戸
市のこどもの生命と健康を守る協同事業推進に係る基本合意」の一環として、平成21年10月に
設置された神戸市による寄附講座であり、開講後15年目を迎えました。平成31年4月より小児急
性疾患学領域および小児統合健康学領域の2領域に分割され、令和5年5月より粟野先生の後任と
して藤岡が前者の特命教授に就任しました。令和5年度の小児急性疾患学領域のメンバーは、私
と特命准教授である田村彰広先生、特命助教の南部静紀先生、北角英晶先生の合計4名です（図1）。

5．教員の活動

図1
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　神戸こども初期急病センター（石田明人センター長）との連携の元、これまで行ってきた小
児初期診療教育、研修医教育、市民教育、研究活動を継続して参ります。本年度は新型コロナ
ウイルス感染症拡大による受診控え等の影響は完全に払拭され、受診患者数は以前と同程度ま
で回復し、昨年末から医師会枠の出務も復活し、以前のように活発な診療体制となっておりま
す。診療支援に関しては、神戸大学小児科の全面的な協力の元、センター稼働日の365日のう
ち74%にあたる269日をこども急性疾患学部門または神戸大学小児科の医師が出務しており、
神戸市からも高く評価頂いております（図2,�2023年1月の出務状況）。

　私が本部門を引き継いだ昨年が、神戸市との寄附講座の契約最終年であったこともあり、神
戸市の担当部署（健康局）との折衝を引き継ぎました。幸いなことに、野津教授および前任の
部門長である粟野先生の多大なご尽力のお陰で、令和6年度以降も引き続き神戸市の寄附講座
として本部門が継続することが正式に決定しました。寄附講座の覚書作成にあたり、以前より
実施していた既存事業に加えて、以下の新規要望事項が提案されたため、今年度内に対応可能
な範囲で実績づくりに励みました。

① 研究テーマには、市内小児科医の知識向上及び市民啓発に直接繋がるものを含むものとし、
講演会等においてそれらの研究成果を小児科医または市民に対して還元すること。

　より直接的な市民還元が必要であるとのご要望を受け、神戸市の子育て応援サイトのインタ
ビューに応じました。極めて一般的な内容を誤解のないように慎重に解説したつもりですが、

図2
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このような小児科医であれば誰でも対応可能な案件であっても行政サイドとしては依頼先探し
が一苦労なようで、今後もフットワーク軽く対応しようと思っております（図3）。

② 研究成果を市民に対して還元するため、市と連携を密にし、市が実施する市民向けの広報等
に年間を通じて協力すること。併せて神戸こども初期急病センターの運営広報を実施すること。

　神戸市の本部門担当の川村さん（神戸大学卒、消防局から出向）が非常に精力的なかたで、
藤澤学長発案の神戸大学とラジオ関西のコラボ番組への出演枠を獲得してこられたため、六甲
台キャンパスで以下の内容で収録を行ってきました。神戸こども初期急病センターの意義につ
いて積極的にアピールしたつもりなのですが、どの部分が使われるのかは不明です（図4）。

　同様に神戸こども初期急病センターの広報活動の一環として、2024年1月28日にJICA関西/
人と防災未来センターで開催されたHAT神戸連携防災イベント「イザ!美かえる大キャラバ
ン!2024」（図5）に「いざ!お医者さんの仕事を知ろう!」という企画で藤岡と北角が参加しました。

「救急に関するクイズに参加してもらい一緒に楽しく学べる内容になっています。医師の仕事

図3

図4
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について、大学病院小児科の医師（神戸こども初期急病センター）に直接質問すること等もで
きます」という触れ込みでしたが、体感で200名以上の参加者にブースに来場いただき、我々
4名+救急救命士の川村さんで作成したクイズも好評でした。「小児急性白血病の5年生存率は
何%か?（答えは90%）」というクイズでは、偶然参加したJICAのアフリカ人研修生から「そん
なに良い成績だとは知らなかった。日本の医療は素晴らしいと思った（というようなニュアン
スの英語）」との回答を頂き、お子様以外にも楽しんでもらえるような市民参加型の広報活動
ができたのではないかと思っております。
　2月24日にも神戸市消防局主催の同様のイベントがハーバーランドumieで開催されるため、
ブース出展を予定しています。

図5

図6
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③ 市が行う救急隊、保健師及び保育士の小児救急に関する研修等における指導について、市か
らの要請に対して協力すること。

④ 救急安心センターこうべ（#7119）における小児電話相談領域の安定運営のため、市からの
要請に応じ、定例または適宜開催される関係会議に参加すること。

　令和5年度中には実施がかないませんでしたが、令和6年度は上記③、④に関しても要請が予
定されており、粛々と協力していく予定です。
　また、COVID-19の流行を契機に開催が途切れておりました神戸市小児救急ケースカンファ
レンスについても、こども病院救急科の林卓郎先生のご協力のもと2024年1月18日に再開する
ことができました。令和6年度以降、定期的な開催を目指していきます（図7）。

研究
　神戸こども初期急病センターは、年間約2.5万人以上もの小児患者が受診するため、他施設
では収集し得ないほどの大規模な基礎疾患を有さない小児急性疾患患者の情報および臨床検体
を有しております。これらの資源を最大限有効に活用し、小児急性疾患の病態解明および疫学・
公衆衛生学的研究を進めて参ります。
　令和5年度は藤岡が着任直後であり、私自身は正直研究まで手が回っておりませんでしたが、
神経グループ大学院生の鮫島先生が「小児におけるCOVID-19の臨床的特徴に関する研究」を
計画中であり、こども病院救急科の松井鋭先生が「小児初期急病センター受診患者の特徴と疾
患割合の調査」を実施中です。神戸こども初期急病センターの資源を活用した疫学的研究のア
イデアをお持ちの先生方がおられましたら、石田センター長への取次含めて是非ご協力させて
いただきたいと考えておりますので、お声がけの程を何卒よろしくお願いいたします。
　以上のように、こども急性疾患学部門小児急性疾患学領域の最大の使命である急性疾患に関
して教育・臨床・研究の体制の整備をいっそう推し進めて参りますので、同門会の先生方には
今後も変わらずご指導、ご鞭撻の程、何卒よろしくお願い申し上げます。

図7
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田村　彰広

　2023年7月よりこども急性疾患学部門特命准教授を拝命しております田村彰広です。神戸こ
ども初期急病センターには、月２回程出務させていただき、こどもの急性疾患を診療させてい
ただいています。神戸大学病院では病棟・外来での診療、および外来医長を務めさせていただ
いております。

　現在、小児の急性疾患の中でも特に川崎病に着目して研究を行っております。川崎病は小児
の非感染性発熱性疾患の中で最も多い疾患の一つです。川崎病では、血管に炎症をきたし、最
も高頻度に侵襲されるのは冠動脈です。初期治療として免疫グロブリン療法が選択されますが、
免疫グロブリン治療不応例は急性期の炎症反応が長期間続くことで重症化し、冠動脈をはじめ
とする心臓血管後遺症を発症する危険性が高くなります。わが国において川崎病の発症頻度は
欧米に比べ高く、国内の新規発症数も増加傾向です。これまで多くの研究で病態の解明が試み
られてきたが未だに病態が解明できておらず、病態の解明と治療開発が望まれています。また、
症状からは川崎病と鑑別困難な類似疾患も存在しており、鑑別に有用なバイオマーカーの確立
も求められています。

　川崎病の病態には単球・マクロファージが関与していることが示唆されています。そのため、
フローサイトメトリーを用いて単球・マクロファージを含めた免疫細胞の動態や解析すること
で、病態解明や、重症化する患者さんの予測や、川崎病類縁疾患との鑑別が可能になると考え、
研究を進めています。

　神戸こども初期急病センターを受診された患者さんの中で、川崎病が疑われ、神戸大学医学
部附属病院や兵庫県立こども病院に後送になった患者さんのうち、同意が得られた患者さんに
ついては、経過を追跡し、病態解明やバイオマーカー同定のために血液の一部を解析させてい
ただいております。今後、成果を報告できるように、研究をすすめていきたいと考えておりま
す。どうぞよろしくお願いいたします。

　BSL、チュートリアルやOSCEの指導を担当させていただきました。少しでも小児科に興味
を持って頂けるように、これからも学生の教育に力を入れていきたいと思います。

　引き続き、臨床・研究・教育の研鑽を積んでいく所存でございます。今後ともご指導ご鞭撻
のほど、どうぞよろしくお願いいたします。
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北角　英晶

　2023年4月よりこども急性疾患学部門特命助教の任を賜りました、2016年（平成28年）卒の
北角英晶と申します。科内では腎グループに所属し臨床・教育・研究に従事しており、この度
2023年度の活動についてご報告いたします。

神戸こども初期急病センター
　HAT神戸の当センターの当直業務に従事し、平日夜間や休日における神戸市の一次救急医
療の一端を担いました。
　また啓蒙活動としては、2024年1月28日（日）にJICA関西で開催されましたHAT神戸連携
防災イベント「イザ！美かえる大キャラバン！ 2024」と、同2月24日（土）に神戸ハーバーラ
ンドUmieで開催されましたファミリー向け防災イベント「学ぼうさい2024」におきまして、
当センターの出展ブースを設けていただきました。当日は①親子のみなさまへのクイズ出題や
②白衣・スクラブの試着と記念撮影を行い、いずれも多くの市民のみなさまに来場いただきま
した。みなさまが、こちらの出題するクイズに真剣に取り組み、また写真撮影に楽しんでくだ
さる様子を間近に拝見し、日々の診療への思いを新たにすることができました。

臨床

　腎グループの一員として小児腎疾患の診療を行っており、主に毎週月・水曜日の当科腎外来
を担当させていただきました。臨床は外来診療がメインですが、病棟診療におきましても腎生
検施行時の支援等も行っています。担当患者は検尿異常や腎炎・ネフローゼ症候群が中心です
が、希少疾患にふれる機会も多く、非常に勉強になっております。当科の勤務が3年目となり、
以前に入院管理を担当した患者さんが元気になり、無事に就学や進学などの節目を迎える様子
を見届けることは、一小児科医として非常に感慨深い思いです。

教育
　2023年度は主に4回生と5回生の教育を担当させていただきました。4回生は、臨床医学講義
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での指導や、チュートリアルのモデル症例や講義、試験問題の調整等を行いました。まだ病院
実習をしておらず、実感のない状態で学生に対してどのように小児科に興味をもち、学んでも
らうかという点に腐心しました。5回生は、病院実習（Bed�Side�Learning）の腎グループ配属
学生に、主に小児腎疾患患者の診察や病態などの指導を担当しました。小児科により興味をもっ
てもらえるよう心がけています。

研究
　全国から提供いただいた検体を用いて、Alport症候群を中心に、次世代シーケンサーによる
網羅的な遺伝学的検査の解析を行いました。またその上で、スプライシング異常が疑わしい症
例はIn�vitro解析としてminigene�splicing�analysisも行い、スプライシング異常の有無を確認し
ております。
　上記などの結果をもとに、2023年度に海外学会でポスター 2題（日中韓小児腎セミナー、米
国腎臓学会）と国内学会で口演4題（日本小児科学会、日本小児腎臓病学会（2）、日本腎臓学会）
の発表の機会を頂き、自身の研究進捗の反省とともに励みや刺激を得ることができました。
特に海外学会では、英語でのプレゼンテーションや質疑応答に難渋し、貴重な経験となりまし
た。2024年度におきましては、さらに研究をすすめ患者のみなさまに役立つ成果を残したいと
考えております。

終わりに
　当センターのスタッフのみなさまや大学病院スタッフをはじめ、多くの方々に支えられた
1年でした。今後、神戸のこどもたちとご家族のみなさま、そして当センターに少しでも貢献
できますよう努力してまいりますので、引き続きのご指導ご鞭撻のほど何卒よろしくお願い申
しあげます。
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南部　静紀

　2023年5月よりこども急性疾患学部門特命助教を拝命しております、南部静紀と申します。
2023年度の活動についてご報告いたします。

臨床：
　神戸こども初期急病センターに月2回程度出務し、診療業務に従事いたしました。受診され
るこどもにはなるべく最適な医療が提供でき、ご家族のご不安が軽減できるように心掛けて
日々出務させていただきました。引き続き小児一次救急医療に従事し、神戸市の掲げる「子育
てしやすいまち」に微力ながら尽力させて頂きたいと思います。
　神戸大学附属病院では主に筋疾患の分野の臨床を担当しております。外来や病棟で筋ジスト
ロフィーをはじめとする神経筋疾患の診療をしております。筋疾患領域は従来治療薬のない疾
患がほとんどでしたが、例えばDuchenne型筋ジストロフィーでは遺伝型によってはエクソン
スキッピング薬による治療が可能となり、またウィルスベクターによる遺伝子補充療法も米国
で承認されるなど、様々な変化がある領域となっております。今後もより早く患者さんに治療
薬をお届けできるよう、診療、治験等を継続したします。
研究：
　2022年4月から大学院生として神戸大学幹細胞医学分野に所属し、基礎研究を行っておりま
す。Duchenne型筋ジストロフィー患者さんの血液から樹立したiPS細胞を心筋細胞に分化誘導
し、細胞表現型の評価を行っております。患者さん、臨床に役立てるような成果がでるように
引き続き努力いたします。
教育：
　医学部生への系統講義、チュートリアル、6年生の臨床実習を担当いたしました。6年生の臨
床実習は小児科を志望している方も多く、こちらも刺激を受けながら学ぶことができました。
急性疾患学部門に所属する教員として、小児科の魅力、特に外来での小児診察の楽しさを伝え
ることに力を入れており、神戸こども初期急病センターでの経験を実習や講義に反映させてい
ます。学生たちに小児科への興味を持ってもらえるよう、教育内容を工夫しながら教員活動に
取り組んでいます。

　2024年4月からは小児神経学・発達行動小児科学部門（旧こども総合療育学部門）の所属と
なりますが、神戸こども初期急病センターには引き続き出務させて頂きますので、何卒よろし
くお願いいたします。

-36-



新任教員のあいさつ 石森　真吾

　2024年度から神戸大学大学院医学研究科内科系講座小児科学分野　こども急性疾患学部門　
特命講師を拝命いたしました、石森真吾と申します。諸先生方とともにこども急性疾患学部門
の発展に尽力させて頂ければと存じます。前任地である大阪府から、6年ぶりの兵庫県勤務とな
ります。ちなみに2012年度にはこども急性疾患学部門　特命助教として従事させて頂いており
ました。こども急性疾患学部門としては12年ぶりの復帰となります。これまでに行ってきた自
身の取り組みや、当部門における自身の果たすべき今後の展望についてご紹介させて頂きます。

診療に対する取り組みと抱負
　私は2013年に加古川中央市民病院（旧　加古川西市民病院）へ赴任し、2次小児病院におけ
る小児科常勤医として小児腎疾患診療を担いました。当時は小児救急専属医及び小児集中治療
専属医は希少であり、一小児科医が1次2次救急医療やICU管理を行っている時代でした。慢性
腎炎のステロイドや各種免疫抑制薬管理を行いかつ、救急外来でCommon�diseaseの診療から
けいれん重責や重症急性呼吸障害例の気管挿管まで、幅広い診療を担当させて頂きました。さ
らに2015-2016年に従事した国立成育医療研究センター腎臓・リウマチ・膠原病科での経験を
活かし、2016年に加古川中央市民病院に復帰後、アフェレシス療法として主に大量免疫グロブ
リン療法不応性の川崎病に対する血漿交換療法を立ち上げました。同施設のICUでは小児のア
フェレシス療法の経験がなく、ICU専従看護師・小児センター専従看護師・アフェレシス療法
に精通している医療技師と連携を綿密に図りました。実際の導入に向けて、座学での小児アフェ
レシス療法に対する知識の向上、トラブルシューティングの確認、成人透析機器と小児透析機
器を実際に比較し違いの認識、などを事前に行いシミュレーションを繰り返した思い出があり
ます。大量免疫グロブリン療法不応性川崎病計3例に対し血漿交換療法を導入することとなり、
有害事象なく完遂することが可能でした。
　2018年に高槻病院に赴任し、小児科常勤医として小児腎疾患診療を担いました。同院は3次
小児病院として小児集中治療専属医が従事しており、PICU常設に加えて3次救急医療を行って
おり私もその一役を担うこととなりました。重症度に限らない外傷診療から深鎮静による脳保
護療法や体外循環療法（血漿交換療法や持続血液濾過透析など）まで幅広い診療を担当させて
頂きました。兵庫県下における外傷診療は、小児科医ではなく救急医の担当であることが主流
であり、自身もこれまでに小児外傷診療に携わった経験がなかったため、非常に有意義な経験
でした。
　自身は小児腎臓専門医である一方、上記のような経験から小児急性疾患診療に大きく貢献で
きるものと自負しております。神戸を中心とした領域における小児救急医療に貢献できるよう、
尽力させて頂きます。

研究に対する取り組みと抱負
　私は腎疾患に関する遺伝学的研究や病理組織学的分析といった腎臓関連疾患研究に従事して
きた一方で、小児Common�diseaseかつ市中病院で果たすべき臨床研究に携わってきました。
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神戸大学関連病院計7施設と連携して初発発熱性尿路感染症の小児に対する多機関共同後方視
的コホート研究を計画し、初発時の腎腫大（超音波検査での腎長径増大）は有意に反復性尿路
感染症と関連することを同定し報告しました（19th� International�Pediatric�Nephrology�
Association�Congress�2022発表【写真】、Ishimori�S�et�al.�Sci�Rep�2024）。軽症～中等症呼吸障
害を呈するRSウイルス感染症小児に対する後方視的コホート研究を計画し、持続陰圧換気法
非継続のリスクファクターを同定し報告しました（Ishimori�S�et�al.�Sci�Rep�2021）。この報告
に追随し、小児領域における非侵襲的換気法は大学病院やこども病院といった3次医療施設で
はなく多くの小児2次医療施設で提供される医療であることを前提として、神戸大学関連病院
計3施設と連携して多機関共同前方視的コホート研究を計画し現在遂行中です（非侵襲的換気
法を導入した小児急性呼吸障害例を対象とし、Primary�outcomeを非侵襲的換気法の非継続に
関する因子の探索とした。2024年現在、約90例を登録）。上記のような経験から小児急性疾患
における様々な研究にも携わり、急性疾患学における1次救急施設で果たすべき臨床研究を計
画していく予定です。

　末筆になりますが神戸市や兵庫県の小児急性疾患への貢献を念頭に、診療および研究の双方
の一役を担うべく精進させて頂く所存ですので今後ともよろしくお願いいたします。

19th�International�Pediatric�Nephrology�Association�
Congress�2022　Canadaにて
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　年間25,000人以上の子ども達が受診する神戸こども初期急病センターの臨床情報、検査デー
タおよび残余検体を活用し、小児急性疾患の特徴、重症児の対応とその後の経過の調査、ワク
チンの有効性の評価など、独自の視点で研究を進めております。
　現在行っている研究テーマの研究内容（倫理委員会承認情報公開文書）および本部門所属教
員の業績を掲載します。

6．研究
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患者さん及び代諾者の方へ 

 

「BB 型型肝肝炎炎ワワククチチンン定定期期接接種種開開始始後後のの BB 型型肝肝炎炎ウウイイルルスス感感染染  

おおよよびびワワククチチンン効効果果のの実実態態調調査査」」  

 について 

 

ははじじめめにに  

神戸こども初期急病センター(当センター)を受診され、血液検査を受けられた患者さんの血液の残

りを使って、B 型肝炎の抗体価を測定し、B 型肝炎ワクチンの定期接種の開始後のこどものＢ型肝炎

ウイルス感染実態の調査と、Ｂ型肝炎ウイルスに対する抗体獲得率、抗体持続期間を明らかにする

研究を行います。内容については下記のとおりとなっております。尚、この研究についてご質問等ござい

ましたら、最後に記載しております【問い合わせ窓口】までご連絡ください。 

 

11.. 研研究究概概要要おおよよびび利利用用目目的的  

 B 型肝炎は、B 型肝炎ウイルスによって引き起こされる病気です。このウイルスが体に入ると肝炎をお

こします。また長く肝臓にすみつくと、肝硬変や肝がんを引き起こします。 

B 型肝炎ウイルス感染予防のため、日本では２０１６年１０月からすべての乳児を対象として、Ｂ型

肝炎ワクチンの定期接種が開始されました。定期接種が開始された後の調査では、ワクチンの感染予

防の有効性が示されるデータが得られましたが、抗体陽性率（抗体をもつ者の割合）の経年的な低下

がみられるなど、長期の効果についてはまだまだわからないことがあります。 

そこで、この研究では定期接種開始後の長期の B 型肝炎ウイルス感染実態を調査します。そのた

めに B 型肝炎ウイルス抗体価を測定し、抗体獲得率、抗体持続期間を評価します。この研究の結果

から、定期接種の長期の有効性が明らかになります。また追加接種の必要性を検討することができ、

今後の B 型肝炎ウイルス感染症の制御対策に有用な知見が得られます。 

 

 

22.. 研研究究期期間間おおよよびび対対象象患患者者ささんん  

2022 年 8 月 26 日から 2024 年 1 月 31 日の期間に、当センターを受診され血液検査をうけ、親権

者より血液の残りを用いた解析や臨床データの使用に関し同意をいただいた患者さんを対象とします。

本研究は 2024 年 3 月 31 日まで実施いたします。 

 

33.. 取取りり扱扱ううデデーータタ  

診療録（カルテ）から年齢、性別、基礎疾患、B 型肝炎ワクチンの予防接種歴の情報を収集します。 

血液の残り（血清）を用いて、血清 HBs 抗体価、HBc 抗体価を測定します。HBｃ抗体価陽性でＢ型

肝炎ウイルスに感染したと判断される場合は、血清に余りがあれば HBｓ抗原、HBV-DNA、HBV 

genotype の検査を行います。血清は株式会社 LSI メディエンスが回収し、つくば臨床検査教育・研究

センターつくば i-Laboratory LLP で測定されます。 
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44.. 個個人人情情報報保保護護のの方方法法    

個人情報、検査結果などの記録、保管は第三者が直接患者さんを識別できないよう登録時に定

めた登録番号を用いて行います。それらのデータは神戸大学附属病院小児科医局において厳重に保

管します。 

 

55.. 研研究究へへののデデーータタ提提供供にによよるる利利益益・・不不利利益益  

利益・・・・本研究にデータをご提供いただいた患者さん個人には特に利益と考えられるようなことはござ

いません 

不利益・・・カルテからのデータ収集のみであるため、特にありません。 

 

66.. 研研究究終終了了後後デデーータタのの取取りり扱扱いいににつついいてて  

研究中止後または終了後 5 年が経過した日まで、血清の余りは東京大学医科学研究所で、データ

は神戸大学医学部附属病院小児科で保管されます。その後は患者さん個人を特定できない状態に

して廃棄します。 

 

77.. 研研究究成成果果のの公公表表ににつついいてて  

研究成果が学術目的のために論文や学会で公表されることがありますが、その場合も、患者さんの

個人情報は厳重に守られますので、第三者に患者さんの個人情報が明らかになることはありません。 

 

88.. 研研究究へへののデデーータタ使使用用のの取取りり止止めめににつついいてて  

いつでも可能です。取りやめを希望されたからといって、何ら不利益を受けることはありませんので、デ

ータを本研究に用いられたくない場合には、下記【問い合わせ窓口】までご連絡ください。取り止めの希

望を受けた場合、それ以降、患者さんのデータを本研究に用いることはありません。しかしながら、同意

を取り消した時、すでに研究成果が論文などで公表されていた場合のように、ご希望に対応できない

場合もあります。 

 

99.. 問問いい合合わわせせ窓窓口口  

この研究についてのご質問だけでなく、患者さんのデータが本研究に用いられているかどうかをお知り

になりたい場合や、患者さんのデータの使用を望まれない場合など、この研究プロジェクトに関すること

は、どうぞ下記の窓口までお問い合わせ下さい。 

 

神戸大学医学部附属病院小児科こども急性疾患学部門 粟野宏之  

連絡先：078－382－6090（小児科医局） 

 

＊本研究に関する情報は神戸大学医学部附属病院のホームページにも概要を掲示しております。

（以下にアクセスしてください。） 
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URL：http://www.med.kobe-u.ac.jp/pediat/research/kodomo.html   
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患者さん及び代諾者の方へ 
 

「神戸こども初期急病センターにおける受診患者の特徴と疾患割合の調査」 
について 

 
ははじじめめにに  

今回、神戸こども初期急病センター(当センター)を受診された患者さんのカルテ情報をも

とに、受診された患者さんの疾患割合と疾患特異性を調査する研究を行います。内容につい

ては下記のとおりとなっております。尚、この研究についてご質問等ございましたら、最後

に記載しております【【問問いい合合わわせせ窓窓口口】】までご連絡ください。 
 
11.. 研研究究概概要要おおよよびび利利用用目目的的  
当センターには、非常に多くの患者さんが来院します。その中には、病状が軽い方から重い

方まで様々な状態の患者さんがいます。 
本研究は、当センターにおいて、受診患者さんの動向や受診時間帯、症状の特徴と割合、疾

患の特徴と割合、重症患者さんの特徴と割合等を明らかにすることで、当センターの役割を

解明するとともに、今後の当センターのあり方、改善方法を検討するための資料として活用

します。 
 
22.. 研研究究期期間間おおよよびび対対象象患患者者ささんん  

2016 年 4 月 1 日から 2022 年 3 月 31 日の期間に、当センターを受診され、親権者より

診療録（カルテ）データの使用に関し同意をいただいた患者さんを対象とし、カルテに登録

されている情報を元に研究を行います。本研究は 2025 年 3 月 31 日まで実施いたします。 
 
33.. 取取りり扱扱ううデデーータタ  
患者さんの年齢、性別、受診した日時、症状、受診時の臨床的所見（バイタルサイン、診察

所見）、検査を行っていた場合はその検査結果、疾患名、センタ－内処置、高次施設への紹

介を要した場合は紹介先の情報と紹介先からの返書における診断名  
  
44.. 個個人人情情報報保保護護のの方方法法  

個人情報、検査結果などの記録、保管は第三者が直接患者さんを識別できないよう登録時

に定めた登録番号を用いて行います。それらのデータは当センターにおいて厳重に保管し

ます。 
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55.. 研研究究へへののデデーータタ提提供供にによよるる利利益益・・不不利利益益  
利益・・・・本研究にデータをご提供いただいた患者さん個人には特に利益と考えられる

ようなことはございません。 
不利益・・・カルテからのデータ収集のみであるため、特にありません。 

 
66.. 研研究究終終了了後後デデーータタのの取取りり扱扱いいににつついいてて  
研究終了後には、データは、患者さん個人を特定できない状態にして廃棄します。 

 
77.. 研研究究成成果果のの公公表表ににつついいてて  

研究成果が学術目的のために論文や学会で公表されることがありますが、その場合も、患

者さんの個人情報の秘密は厳重に守られますので、第三者に患者さんの個人情報が明らか

になることはありません。 
 
88.. 研研究究へへののデデーータタ使使用用のの取取りり止止めめににつついいてて  

いつでも可能です。取りやめを希望されたからといって、何ら不利益を受けることはあり

ませんので、データを本研究に用いられたくない場合には、下記[問い合わせ窓口]までご連

絡ください。取り止めの希望を受けた場合、それ以降、患者さんのデータを本研究に用いる

ことはありません。しかしながら、同意を取り消した時、すでに研究成果が論文などで公表

されていた場合のように、ご希望に対応できない場合もあります。 
 
99.. 問問いい合合わわせせ窓窓口口  
この研究についてのご質問だけでなく、患者さんのデータが本研究に用いられているか

どうかをお知りになりたい場合や、患者さんのデータの使用を望まれない場合など、この研

究プロジェクトに関することは、どうぞ下記の窓口までお問い合わせ下さい。 
 
神戸大学医学部附属病院小児科 粟野宏之

連絡先： － － （小児科医局） 平日 － 時

 
＊本研究に関する情報は神戸大学医学部附属病院のホームページにも概要を掲示しており

ます。（以下にアクセスしてください。） 
URL：http://www.med.kobe-u.ac.jp/pediat/research/kodomo.html   
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16.�Tetsushi�Yamamoto,�Yoshinori Nambu,�Ryosuke�Bo,�Shotaro�Morichi,�Misato�Yanagiya,�
Masafumi�Matsuo,�Hiroyuki�Awano.�Electrocardiographic�R�wave�amplitude� in�V6� lead�
as�a�predictive�marker�of�cardiac�dysfunction�in�Duchenne�muscular�dystrophy.�Journal�
of�Cardiology�82(5)�363-370.�2023�Nov

17.�Hanafusa�H,�Yamaguchi�H,�Kondo�H,�Nagasaka�M,�Juan�Ye�M,�Oikawa�S,�Tokumoto�S,�
Tomioka�K,�Nishiyama�M,�Morisada�N,�Matsuo�M,�Nozu�K,�Nagase H.�Dravet�syndrome�
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and�hemorrhagic� shock� and� encephalopathy� syndrome�associated�with� an� intronic�
deletion�of�SCN1A.Brain�Dev.�2023;45:317-323.

18.�Kanatani�S,�Yamaguchi�H,�Oikawa�S,�Tokumoto�S,�Tomioka�K,�Nishiyama�M,�Nozu�
K,�Nagase H.�A�Case�of�Generalized�Myasthenia�Gravis�Exacerbated�by�COVID-19.� J�
Pediatr�Neurol.�2023;21:�450-452

19.�Tomioka�K,�Nishiyama�M,�Tokumoto�S,�Yamaguchi�H,�Aoki�K,�Seino�Y,�Toyoshima�D,�
Kurosawa�H,�Tada�H,�Sakuma�H,�Nozu�K,�Maruyama�A,�Tanaka�R,�Iijima�K,�Nagase H.�
Time�course�of�serum�cytokine� level�changes�within�72�h�after�onset� in�children�with�
acute�encephalopathy�and�febrile�seizures.�BMC�Neurol.�2023;�23:7.�

20.�Tanaka�T,�Yamaguchi�H,�Ishida�Y,�Tomioka�K,�Nishiyama�M,�Toyoshima�D,�Maruyama�
A,�Takeda�H,�Kurosawa�H,�Tanaka�R,�Nozu�K,�Nagase H.� Clinical� and� laboratory�
characteristics�of� complex� febrile� seizures� in� the�acute�phase:� a�case-series� study� in�
Japan.�BMC�Neurol.�2023;�23:28.�

21.� Sakuma�H,�Takanashi� JI,�Muramatsu�K,�Kondo�H,�Shiihara�T,�Suzuki�M,�Okanari�K,�
Kasai�M,�Mitani�O,�Nakazawa�T,�Omata�T,�Shimoda�K,�Abe�Y,�Maegaki�Y,�Murayama�K,�
Murofushi�Y,�Nagase H,�Okumura�A,�Sakai�Y,�Tada�H,�Mizuguchi�M.�Japanese�Pediatric�
Neuro-COVID-19�Study�Group.�Severe�pediatric�acute�encephalopathy�syndromes�related�
to�SARS-CoV-2.�Front�Neurosci.�2023;17:�1085082.�

22.�Nagase H,�Yamaguchi�H,�Tokumoto� S,� Ishida�Y,�Tomioka�K,�Nishiyama�M,�Nozu�
K,�Maruyama�A.� �Timing� of� therapeutic� interventions� against� infection-triggered�
encephalopathy�syndrome:�a�scoping�review�of� the�pediatric� literature.�Front�Neurosci.�
2023;�17:1150868.�

23.�Hongo�H,�Nishiyama�M,�Ueda�T,�Ishida�Y,�Kasai�M,�Tanaka�R,�Nagase H,�Maruyama�A.�
Comparison�of�neurological�manifestation�in�children�with�and�without�coronavirus�2019�
experiencing�seizures�with�fever.�Epilepsy�Behav�Rep.�2023;�24:100625.�

24.�Nishiyama�M,�Kyono Y,�Yamaguchi�H,�Kawamura�A,�Oikawa�S,�Tokumoto�S,�Tomioka�K,�
Nozu�K,�Nagase H.�Association�of�early�bedtime�at�3�years�of�age�with�higher�academic�
performance�and�better�non-cognitive�skills�in�elementary�school.�Sci�Rep.�2023;�13:20926.�

25.�Oikawa�S,�Yamaguchi�H,�Hanafusa�H,�Ye�Juan�Ming,�Tokumoto�S,�Tomioka�K,�Nishiyama�
M,�Morisada�N,�Nozu�K,�Nagase H.�Treatment�options� for� infantile�spasms�syndrome�
with�SCN8A:�A�case�report�and�literature�review.�J�Pediatr�Epilepsy�(in�press,�Accepted:�
03�December�2023).

業績（和文誌）
26.�【数値からみる周産期医療　新生児編】栄養　栄養摂取量.�芦名�満理子,�藤岡 一路.�周産期

医学(0386-9881)53巻9号�Page1347-1351(2023.09)
27.�【小児の治療方針】新生児　新生児黄疸.�鮫島�智大,�藤岡 一路.�小児科診療(0386-9806)86巻春

増刊�Page912-914(2023.04)

-50-



28.�【論文の書き方・査読の仕方】症例報告の書き方.�藤岡 一路.�日本新生児成育医学会雑誌
(2189-7549)35巻2号�Page176-180(2023.06)

29.�手足口病に伴う急性壊死性脳症の小児例.�今川�幸人,�藤岡 一路,�森沢�猛.�小児科臨床(0021-
518X)76巻1号�Page99-103(2023.02)

30.�一絨毛膜一羊膜双胎第一子のみに発症した脳室上衣下異所性灰白質の1例.�白井�佳祐,�芦名�
満理子,�福田�拓弥,�鮫島�智大,�城戸�拓海,�阿部�真也,�野津�寛大,�藤岡 一路.�小児科臨床(0021-
518X)76巻1号�Page61-65(2023.02)

31.�MRSA保菌母体から母児接触により児へ水平伝播をきたした超早産児の1例.�藤本�将史,�阿
部�真也,�城戸�拓海,�京野�由紀,�吉田�阿寿美,�仲宗根�瑠花,�菅�秀太郎,�芦名�満理子,�藤岡 一
路.�周産期医学(0386-9881)53巻6号�Page992-995(2023.06)

32.�【研修医として今知りたい新生児の診療に必要な手技】治療手技　交換輸血,部分交換輸
血.　芦名�満理子,�藤岡�一路.�小児科診療(0386-9806)86巻5号�Page565-569(2023.05)

33.�周産期感染症の最前線　先天性サイトメガロウイルス感染.�谷村�憲司,�内田�明子,�今福�仁
美,�平久�進也,�藤岡 一路,�森岡�一朗,�峰松�俊夫,�山田�秀人.�日本産婦人科・新生児血液学会
誌(0916-8796)32巻2号�Page27-33(2023.03)

34.�【Controversies� in�perinatology�2023　新生児編】新生児黄疸に対する治療開始基準　森
岡の基準(新神戸基準)を使う.�阿部�真也,�藤岡 一路.�周産期医学(0386-9881)53巻1号�Page55-
57(2023.01)

35.�永瀬 裕朗,�CQ7�永瀬裕朗非けいれん性てんかん重積状態を治療すると、しない場合に比べ
て転帰は改善するか、CQ9難治性てんかん重積状態に対して昏睡療法は有用か、CQ10�超
難治性てんかん重積状態に対する介入は何があるか、CQ11�難治性てんかん重積状態に脳
低温療法は有効か、小児てんかん重積・けいれん重積治療ガイドライン2023、�監修　日本
小児神経学会、編集　小児てんかん重積状態・けいれん重積状態治療ガイドライン改訂ワー
クンググループ、診断と治療社、80-94、�98-118、�2023.

36.�永瀬 裕朗,�第4章3�急性脳症全般に対する体温管理療法（脳低温療法：目標体温32～35℃、
脳平温療法：目標体温36℃）小児急性脳症診療ガイドライン2023、�監修　日本小児神経学
会、編集　小児急性脳症診療ガイドライン改訂ワークンググループ、診断と治療社、51-5、�
2023.
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　こども急性疾患学部門小児統合健康学領域では、神戸市内の障がいのあるこどもとその家族
の支援に関する専門職を対象とした研修会「神戸こどもの発達支援研修会」を開催しています。
これは、こども総合療育学との共催です。

第6回神戸こどもの発達支援研修会
日　　時：2023年6月24日（土）　15：00-17：00
　 於 　：神戸大学医学部大講義室　Web(ZOOM配信)でのハイブリッド開催
参 加 者：参加者数　現地：17名　Zoom：168名　計185名�
　1）「療育に活かす遺伝診療」
　　　　演者：花房�宏昭（神戸大学小児科　こども総合療育学部門　特命助教）
　2）「乳幼児健診のデータを活用し、こどもの発達を考える」
　　　　演者：京野�由紀（神戸大学小児科　こども急性疾患学部門小児統合健康学領域
　　　　　　　　　　　　�特命助教）
　　　　後援：神戸市、神戸市医師会、神戸市小児科医会、兵庫県小児科医会

第7回神戸こどもの発達支援研修会
日　　時：2023年12月16日（土）　14：00-17：00
　 於 　：神戸大学医学部A講義室　Web（ZOOM配信）でのハイブリッド開催
参 加 者：参加者数　現地：51名　Zoom：175名　計226名�
　第 1 部　ハイブリッドセミナー
　　　　　講演1�「発達の問題に対する医学からのアプローチ」
　　　　　　　　演者：永瀬�裕朗（�神戸大学小児科　こども急性疾患学部門小児統合健康学

領域　特命教授）
　　　　　講演2�「保育学・乳幼児教育学が目指す子どもの育ちと学びの支援」
　　　　　　　　演者：北野�幸子（神戸大学大学院人間発達環境学研究科�教授）
　　　　　質疑応答　指定発言者�高田�　哲（神戸市総合療育センター診療所）�
　第 2 部　ワークショップ（現地参加者のみ）�
　　　　　保育学・乳幼児教育学と医学の専門職連携にむけた対話型グループワーク

7．神戸こどもの発達支援研修会
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過去の研修会
. 開催日 演題 講演者（所属）

第 1 回 2020/12/12 発達障害の診断
～私たちはこうしてます～

永瀬　裕朗
（神戸大学大学院医学研究科内科系講座小
児科学分野こども急性疾患学部門小児統
合健康学領域）

第 2 回 2021/6/5 理学療法の基本
～早期からの療育の目的と意義～

橋本　英二
（神戸市東部療育センター）

第 3 回 2021/11/20

地域とつながるスクールを目指して
SED スクール神戸王子での
児童発達支援の活動と今後の課題

こどもの神経発達症における睡眠障害

江本　幸美
（アートチャイルドケア SED
スクール神戸王子）

徳元　翔一
（神戸大学大学院医学研究科内科系講座小
児科学分野こども総合療育学部門）

第 4 回 2022/4/23 神戸市における発達障害児療育システム
（現状と課題）

高田　　哲
（神戸市総合療育センター）

第 5 回 2022/11/19 発達の遅れと遺伝子検査
山口　　宏

（神戸大学大学院医学研究科内科系講座小
児科学分野こども総合療育学部門）
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第第66回回 神神戸戸ここどどもものの発発達達支支援援研研修修会会

参参加加対対象象：：ここどどもものの発発達達支支援援にに関関わわるる専専門門職職
＊＊事事前前登登録録制制でですす。。
参参加加ををごご希希望望のの方方はは以以下下にに掲掲載載ししてていいるるＱＱＲＲココーードド
ももししくくははＵＵＲＲＬＬよよりり申申込込フフォォーームムににアアククセセススのの上上、、
おお申申しし込込みみくくだだささいい。。（（hhttttppss::////ffoorrmmss..ggllee//77ssoo77VVLL2222uuPPiiWWppYYxxKK66））

（（締締めめ切切りり66月月2222日日((木木))1177時時））
参参加加費費 ：：無無料料

２２００２２３３年年66月月2244日日((土土)) 1155::0000～～1177::0000
神神戸戸大大学学医医学学部部大大講講義義室室
WWeebb（（ZZOOOOMM配配信信））ででののハハイイブブリリッッドド開開催催

医医学学研研究究科科小小児児科科学学分分野野ここどどもも総総合合療療育育学学
ここどどもも急急性性疾疾患患学学部部門門小小児児統統合合健健康康学学領領域域

日日時時

会会場場

主主催催

後後援援 神神戸戸市市,,神神戸戸市市医医師師会会,,神神戸戸市市小小児児科科医医会会,,兵兵庫庫県県小小児児科科医医会会

ZZoooommの使用方法、参加登録などでお困りの際は以下にご相談ください ℡078-382-6090 （神戸大学小児科医局）

１１））『『療療育育にに活活かかすす遺遺伝伝診診療療』』
講講師師：：神神戸戸大大学学大大学学院院医医学学研研究究科科内内科科系系講講座座小小児児科科学学分分野野ここどどもも総総合合療療育育学学

特特命命助助教教 花花房房 宏宏昭昭 先先生生

２２））『『乳乳幼幼児児健健診診ののデデーータタをを活活用用しし、、ここどどもものの発発達達をを考考ええるる』』
講講師師：：神神戸戸大大学学大大学学院院医医学学研研究究科科内内科科系系講講座座小小児児科科学学分分野野

ここどどもも急急性性疾疾患患学学部部門門小小児児統統合合健健康康学学領領域域

特特命命助助教教 京京野野 由由紀紀 先先生生
-第７回予告-
開催日：１２月１６日（土） 15：00～17：00
場所：神戸大学医学部シスメックスホール 及び webでのハイブリッド開催
主催：医学研究科小児科学分野こども総合療育学、こども急性疾患学部門小児統合健康学領域、

人間発達環境学研究科乳幼児教育学研究室・教育連携推進室、神戸市こども家庭局 共催

講講演演
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当日はご参加者の確認の為、ログイン情報を記録させて頂きます 。これらの情報はご参加者の確認 のみに使用し、
第三者に開示・提供することはありません。

ご視聴の手順

ZZoooommの使用方法などでお困りの際は以下にご相談ください
078-382-6090 （神戸大学小児科医局）

以下のZOOMのQRコードまたはアドレスにアクセスしてください

【【重重要要】】参参加加時時にに名名前前をを「「ごご所所属属 ごご氏氏名名」」にに変変更更ししててくくだだささいい

（（例例 神神戸戸大大学学 山山田田 太太郎郎））

名名前前がが確確認認ででききなないい場場合合ににはは入入室室いいたただだけけまませせんん

（名前変更の方法は 右のQRコード か以下のURLを参照
https://officialmag.stores.jp/entry/zoom-name-change/）

https://kobe-u-ac-jp.zoom.us/j/86812571425?pwd=V1llVkRnTCt1UUVkSDZldkJOSlQxQT09

ミーティングID: 868 1257 1425

パスコード: 031255

※Zoomをインストールしていない場合は、下の画面が開きます

こちらからお入り
ください

「第6回神戸こどもの発達支援研修会」
というミーティングにアクセスできます。

QQRRココーードド

ままたたはは
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ひとりひとりの発達を踏まえた乳幼児の支援
保育学・乳幼児教育学と

医学の専門職連携のあり方を探る

日　時 2023年12月16日（土）14:00～17:00
会　場 神戸大学医学部A講義室 & Zoom配信 のハイブリッド開催

第1部 ハイブリッドセミナー　14:00-15:45

第2部 ワークショップ （現地参加者のみ）16:00-17:00

神戸大学大学院医学研究科内科系講座小児科学分野こども急性疾患学部門
小児統合健康学領域（神戸市寄附講座）　特命教授　永瀬 裕朗 先生

講演１ 発達の問題に対する医学からのアプローチ

神戸大学大学院人間発達環境学研究科　教授　北野 幸子 先生
講演 2 保育学・乳幼児教育学が目指す子どもの育ちと学びの支援

質疑応答 指定発言者　神戸市総合療育センター診療所　所長　高田 哲 先生

保育学・乳幼児教育学と医学の
専門職連携にむけた対話型グループワーク

対象者 子どもの発達支援に従事する専門職、及び同分野の学生

参加申込方法

主催 神戸大学大学院医学研究科内科系講座小児科学分野こども総合療育学・こども急性疾患学部門小児統合健康学領域（神戸市
寄附講座）、神戸大学大学院人間発達環境学研究科乳幼児教育学研究室・教育連携推進室、神戸市こども家庭局　共催

後援 神戸市医師会、神戸市小児科医会、兵庫県小児科医会

参加をご希望の方はQRコードもしくはURLより申込フォームにアクセスの上、お申し込みください。
［ https://forms.gle/JymFuQEbCfWBpZYj7］

申し込み締切日　2023年12月14日（木）12：00迄
※現地参加者の定員は先着 100名です。定員超過の場合、オンラインでの参加となります。

Zoomの使用方法、参加登録などでお困りの際はご相談ください。  ☎078-382-6090（神戸大学小児科医局）

参加申込は
コチラから

《現地参加 定員 100名》
参加
無料
事前登録制

  神戸こどもの発達支援研修会第7回
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8．編　集　後　記

　新型コロナウイルス感染症は、漸く日常生活と共存の形にまで落ち着き、本稿執筆現在はマ
イコプラズマ感染症が猛威を振るっています。小児の急性疾患・感染症発症に関しても、完全
にコロナ禍前に戻った実感がありますが、当講座は、神戸の小児救急診療を担う神戸こども初
期急病センターの診療を全面的に支援し、こどもの健康を守るように今後も努めていきます。
　前任者の粟野宏之先生が、令和4年12月1日から鳥取大学へ栄転されることになり、藤岡が令
和5年5月1日より本部門の特命教授を拝命いたしました。本講座の引き継ぎと同時に本寄附講
座の神戸市との契約満了が11 ヶ月後に迫る事態となり、神戸市の担当者と講座の存続に向け
て濃厚なやり取りを行うことになりました。幸いなことに、粟野先生のお力添えも有り、令和
6年度以降も本講座が継続する運びとなり、私も就任→即失職の憂き目に合わずにすみました。
言い訳になりますが、契約関係の事務手続きに忙殺されていたため、年報の発刊がここまで遅
れてしまったことに関しては猛省しております。次年度以降は、よりタイムリーな年報の発刊
に向けて、早期から準備を行ってまいる所存です。
　末尾になりましたが、当講座を支えていただいております、秘書の中村加代子さん、神戸大
学大学院医学研究科小児科学分野の皆様、神戸こども初期急病センターの医師、看護師、スタッ
フの皆様、神戸市の方々に感謝申し上げます。� （藤岡一路）
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